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『一”
」＿上＿、

61年度予算
産業田園寵化都市をめざしで

総額は175億8，300万円

　
昭
和
六
十
一
年
度
予
算
が
、
三
月
に

開
か
れ
た
市
議
会
第
一
回
定
例
会
で
決

ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、
一
七
五
億
八
三
〇
〇
万

円
、
対
前
年
の
伸
び
率
は
二
・
六
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
一
一
四
億
一
六
〇
〇
万

円
、
前
年
対
比
で
一
．
↑
三
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
吉
田
地
区
で
進
め
て

い
る
農
業
集
落
排
水
事
業
が
今
年
度
か

ら
特
別
会
計
と
な
っ
た
た
め
、
両
会
計

を
合
算
し
て
比
べ
る
と
、
総
額
は
二

五
億
九
五
〇
〇
万
円
、
二
・
八
％
の
増

と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業

が
加
わ
り
六
つ
と
な
り
、
総
額
は
六
｝

億
六
七
〇
〇
万
円
、
五
・
一
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
を
は
じ
め
厳
し
い
財
政
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
予
算
は
1

重
点
施
策
で
あ
る
①
絹
織
物
産
業
を
中

心
と
す
る
商
工
業
界
の
活
性
化
②
後
継

者
の
育
つ
農
業
の
育
成
③
観
光
開
発

④
男
子
型
企
業
の
誘
致
、
ま
た
北
越
北

線
、
新
十
日
町
大
橋
、
水
資
源
対
策
、

大
沢
峠
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
を
踏
ま
え
た
中
で
、
限
ら

れ
た
財
源
を
重
点
的
、
か
つ
効
率
的
に

配
分
し
、
き
め
細
か
な
施
策
を
講
じ
ま

し
た
。

　
主
な
予
算
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

その他
7億7，773万円
　　，6．8％
　　：

地叢炎懸税
お億葱，縫o醗潮

　　圏．籔％

諸収入一一…
8億2，611万円1

　7．2％　　1
　　　　　　｛

　　　　　　薩

　　　県業欝盗

　　8簾，鱒耀鋼

　　　　　馨．3％

歳入　
霞
　
簿
　
ゆ
　
綿
％

僚
2
，
瀞

　
億
髭
o

叢
逡

　
闇晦
％

　
麗
灘

税
鶴
欝

　
億
叢
斜

岬国薦支出金
馨億6、8薦薄周

l　l．1％　　鑓

土木費
22億4，922万円
　　19．7％

　
円蠣
％

費
駿
講

育
彰
協

教
億

　
2
0

歳出

市民1人が

負担する市税

　65，351円、

　　　　　　　その他
衛生費　　　　7億38万円
5億9，136万円　　6．2％

　　5．2％　　　：
　　　　　　　　　1

農林水産業費
5億9，746万円
　5．2％　　l
　　　　　l

　　縣　　一　『　『
『

総務費
l　l億8、563万円

　田．轟％　メ

市民1人に

使われるお金

　238，4i4円

　　　　　公債費　　　　　　　＼
　　　14億5、350万円　民生費
　　　　　12．7％　　　18億7，220万円
　　　　　　　　　　　　　16．4％

費

OI万円
6．1％

「
：
、
：
－
－
：
…
［
｛
、
紅
獅

　
歳
　
識

　
特
に
地
毒
債
の
許
簿
劇
隈
比
率
の
血

昇
を
押
竃
、
将
乗
の
財
政
の
硬
直
化
を

避
け
る
難
め
鰭
、
叢
の
欝
金
で
あ
る
顎
帝

債
』
⑳
借
入
額
を
必
要
最
少
限
に
逡
ど

め
る
一
方
、
毒
税
等
の
霞
主
財
源
お
議

び
國
・
県
支
出
金
の
増
額
確
保
に
努
め

ま
攣
、

　
歳
　
出

　
勲
産
業
囲
園
文
化
都
嚇
ヒ
を
目
指
し

癒
髄
愚
総
轡
計
画
難
墓
繊
い
て
、
祉
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

福
粧
の
発
実
、
産
業
振
興
対
策
、
建
設

関
係
事
業
の
推
進
、
教
薄
施
設
や
甫
民

環
境
の
整
備
な
灘
健
重
点
を
お
護
匙
澄

も
に
、
一
般
経
常
経
費
で
あ
る
溝
耗
贔

費
、
備
贔
購
入
費
、
旅
費
な
ど
の
経
費

の
節
減
雄
努
め
ま
す
。

国民健康保険……21億2，150万円

簡易水道………5億9，570万円

診療所………………820万円
下　　水　　道……13億1，000万円

老人保健……19億5，270万円

農業集落排水………1億7，890万円
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総
　
務
　
費

　
立
体
駐
車
場
が
完
成
し
ま
す

　
商
店
街
の
活
性
化
と
交
通
安
全
確
保

の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
る
郵
便
局
跡
地
の
駐
車
場
が
今
年
中

に
完
成
し
ま
す
。
鉄
骨
造
三
階
建
、
八

十
九
台
収
容
の
立
体
駐
車
場
で
す
。

　
　
中
町
・
下
条
栄
町
に

　
　
集
会
施
設
が
で
き
ま
す

　
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
ま
ず
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
切
で
す
。
こ
う
し
た
場
づ
く

り
の
一
つ
に
、
地
域
集
会
施
設
の
建
設

に
対
す
る
補
助
・
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
中
町
と
下
条
栄
町
が

建
設
し
ま
す
。

毎
年
、
各
地
域
か
ら
希
望
が
あ
り
ま

一般会計の主な事業（艇の1）

（単位：万円）

す
が
、
地
域
間
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら

こ
れ
か
ら
も
進
め
ま
す
。

民
　
生
　
費

　
　
障
害
者
福
祉
都
市
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成

に
よ
り
、
六
十
一
・
二
年
度
の
二
ヵ
年

に
わ
た
り
「
障
害
者
福
祉
都
市
」
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姶

総
訓
飛
療
耀
鱈
繊
練
辮

　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●

務費
ク潭バスの購入一一一一一一・・600

安全施設の整備（ガードレール、

ドパイプ、路面表示）・一一一・700

ロータ1ター除雪機の購入補助一300

住宅モニターヘの補助・一・・一一600

集会施設の建設費補助

町、下条栄町の2ヵ所）・・一一840

駐車場の建設一一・一・一・1億9，7麗

纂
車椅子の人たちも体育

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
国
の
補
助
を
得
て
福
祉
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
．
保
健
セ
ン
タ
i
入
口
の
自
動
ド
ア

　
の
設
置

　
・
市
民
会
館
前
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置

　
．
市
街
地
の
歩
道
の
切
下
げ

　
．
盲
人
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

　
．
バ
イ
パ
ス
の
塚
原
町
交
差
点
に
盲

　
人
用
信
号
機
の
設
置

農
林
水
産
業
費

　
野
菜
集
出
荷
予
冷
施
設
・

　
山
菜
加
工
場
を
建
設
し
ま
す

　
後
継
者
の
育
つ
農
業
の
育
成
を
進
め

る
た
め
、
農
村
定
住
、
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
、
土
地
改
良
、
林
道
開
設
、

特
用
林
産
物
加
工
施
設
の
整
備
な
ど
、

民生費
・在宅障害者ディ・サービス事業の》フ

　トバスの購入一一…一一・一・一一一・770

・障害者福祉都市の推進（保健センター

自動ドアの取付工事ほか〉一・一畷，3⑤0

・水沢南部保育園の改築一一◆一一・7，012

。特別養護老人ホーム法人設立準備委員

会への活動助成一一・・一一一・…一・・一300

・敬老会、老人タラブ儀の補助一・一・・835

農
家
の
皆
さ
ん
に
直
結
す
る
事
業
を
国

県
の
補
助
を
得
て
行
い
ま
す
。

　
畑
作
振
興
の
一
つ
と
し
て
、
農
協
本

所
倉
庫
の
隣
に
野
菜
集
出
荷
予
冷
施
設

を
建
設
し
ま
す
。
ま
た
山
菜
、
き
の
こ

な
ど
の
林
産
物
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
森
林
組
合
地
内
に
山
菜
加
工
場
を

建
設
し
ま
す
。

　
農
業
基
盤
の
整
備
に
欠
く
こ
と
が
で

　
　
　
　

き
な
い
ほ
場
整
備
は
、
三
十
五
町
歩
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
は
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
を
迎
え
、
笹
之
沢
地
区
の
ほ
場
整
備

が
今
年
度
中
に
完
了
し
ま
す
。

衛
　
生
　
費

健
康
診
査
を
充
実
さ
せ
ま
す

毎
日
を
幸
せ
に
暮
ら
す
に
は
、
健
康

農林水産業費
・新地域農業生産総合振興対策事業の推

進（米麦、野菜、養蚕の生産性の向上）

　　　　　　　　。・…　舜一一・一・・・・・…　。・・7，012

・農村地域定住促進対策事業の推進（簡

易給水施設整備、生活環境保全施設整

備ほか）・一一・一一・・“・・一一・…一2，297

・団体営農道の整備一一一一一・一・・2，358

・土地改良事業の補助一・・一・一一一1，405

・県営ほ場整備事業の補助・一一一覗，のの2

・農村総合整備毫デル事業の推進1ほ場

整備、農道整備ほか1一・一一・一5，237

・市有林の管理一一一一一…一・一・り・一425’

・林道の開設一・一一・・一一一…一一・3，1誕

・特用林産物加工施設の整備一・・一・7，8盤

健康ですよ

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
近
年
、
増
え
て
い
る
が
ん
や
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
を
、
早
期
に
発

見
し
治
療
す
る
た
め
の
健
康
診
査
。
ま

た
母
子
と
も
に
健
康
で
あ
る
た
め
、
妊

婦
や
乳
幼
児
の
健
康
診
査
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
事
前
に
病
気
を
防
止
す
る

た
め
、
健
康
づ
く
り
大
会
や
育
児
学
級
、

訪
問
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

生費
保健事業の推進（乳幼児健康診査、

児・妊産婦訪聞指導ほか）一1，679

診査の実施（一般健康診査、がん

・ほか〉一・一一◎…一・・一一・3，797

ん検診の実施・・一φ・・一◆・・一・◎・・…153

予防接種の実施（三種混食、イン

エンザほか／一一一・一・一・一1ラ475

予防事業の推進一一一一・一一・魯765

在宅当番医制の実施一一一一一319

群輪番制の実施一一一一・・一一・175

地患者輸送事業の推進一・一一一228

衛
肝
維
懸
灘
嚇
樋
卿
雛
細
織
儲

　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
○
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
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商

工
　
費

観
光
政
策
・
企
業
誘
致

　
　
　
　
を
進
め
ま
す

　
観
光
政
策
を
よ
り
進
め
る
た
め
に
、

「
商
工
課
」
を
「
商
工
観
光
課
」
に
改

め
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
下
条
、
八
箇
峠
の
国
道
沿

い
の
二
ヵ
所
に
一
目
で
分
か
る
観
光
案

内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
さ
ら
に
四
ヵ
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
外
に
向
け
て
積
極
的
に
”
雪
と

　
　
　
　
　
、
膨
　
　
　
、
灘
雛
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
3
灘
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へようこそ十日町

き
も
の
の
街
”
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
企

業
立
地
課
」
を
新
し
く
設
け
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
客
員
顧
問
団
を
近
く
組
織

し
、
男
子
型
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

土
　
木
　
費

　
　
新
十
日
町
大
橋
の

　
　
建
設
に
着
手
し
ま
す

　
十
日
町
市
と
川
西
町
を
直
結
す
る
新

十
日
町
大
橋
（
軽
便
線
の
下
流
五
〇
層
）

の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
橋
の
延
長
は

三
九
九
層
、
幅
員
一
〇
材
。
今
年
度
は

橋
脚
二
基
を
建
設
し
ま
す
。

　
花
と
緑
の
都
市
モ
デ
ル
地
区
整
備
事

業
が
三
ヵ
年
事
業
で
着
手
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
博
物
館
の
隣
に
郷
土
植
物

園
を
造
成
し
ま
す
。
ま
た
総
合
公
園
、

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
事
業
も
一
部
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

　
谷
内
丑
市
営
住
宅
は
、
二
棟
目
が
昨

年
度
か
ら
継
続
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
七
月
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建
、
入
居
十
八
戸
の
住
宅
が

完
成
し
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
・
舗
装
工
事
、
消
流
雪

施
設
の
整
備
は
、
継
続
事
業
を
優
先
し

て
進
め
ま
す
。

教
　
育
　
費

　
　
六
箇
・
吉
田
小
の

　
　
校
舎
を
建
設
し
ま
す

　
学
校
建
設
は
年
次
計
画
で
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
六
箇
小
学

校
（
昨
年
度
・
屋
内
体
育
館
）
、
吉
田

小
学
校
の
校
舎
建
設
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
十
日
町
小
学
校
の
屋
外
環
境
整

備
事
業
と
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
や

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
な
ど
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
、
辮

子供たちは元気ハツラツ

　
陸
上
競
技
場
が
完
成
し
ま
す

　
笹
山
野
球
場
の
隣
に
、
昨
年
度
か
ら

建
設
を
進
め
て
い
る
全
天
候
型
第
二
種

公
認
の
陸
上
競
技
場
は
、
今
秋
に
完
成

し
ま
す
。

そ
　
の
　
他

仕事が入念です

　
高
齢
者
事
業
団
が

　
広
域
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
い
つ
で
も
、
何
で
も
す
ぐ
に
や
っ
て

く
れ
る
1
十
日
町
市
高
齢
者
事
業
団

が
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
を
含

ん
だ
広
域
の
組
織
に
発
展
し
、
　
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
㈲
十
日
町
地
域
高

齢
者
事
業
団
」
と
し
て
四
月
一
日
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
職
種
、
人
材
が
強
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
老
人
の
皆
さ
ん
の

広
い
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

4

一般会計の主な事業（その2）

（単位：万円）

商工費
・伝統的工芸品の産業振興補助・・一一・300

・きもの産業首都づくりの事業補助…500

●キャプテン観光ガイドの作成委託一100

・観光案内施設の整備・一一一一一…・400

・水沢商エ会館の建設補助一一一一…500

。企業誘致の促進一…一…一一・・一一255

土木費
・道路改良（高山・太子堂線ほか9路線）

　　　　　　　・一一一一一3億4，591

・道路舗装（土市・野中線ほか4路線）

　　　　　　　。…　一◆・・……・・・・・・…　”3，715

・国県道の工事費負担一…一一……3，000
　りょう
・橋梁の新設（新十日町大橋ほか1橋）

　　　　　　　・一一一一一・・2徳3穿187

。流雪溝の整備（宇都宮1号線ほか2本〉

　　　　　　　一一一一一1億1，227

・流雪溝整備に伴う委託料ほか一一1，022

・消雪パイプの整備（北鐙坂・上ノ山線

ほか1本〉・一一一一一一・一・一一2，410

・雪害関係の県工事費負担一一一一一700

・河川の改修（赤城川ほか3河川）

　　　　　　　一…一一・一1億1ン670

・都市計画街路の整傭（新座線ほか2路

線）一…一一一一・一一一一一一8，858

・都市計画街路の県工事費負担・・一1，000

・花と緑の都市モデル地区整備事業の推

進一一…一一…・一一一一一一・σ2，960

・都市公園の整備（総合公園ほか1ヵ所〉

　　　　　　　…一一一一1億2，336

・谷内丑市営住宅の建設一一一1億2，728

教育費
・十日町小学校の校舎補修ほか一…2，100

・六箇小学校の建設・・……一一1億8，042

・吉田小学校の建設一一一一・・3億O，594

・十日町小学校の屋外環境整備一一・1，200

・十日町中学校の修繕ほか一一一一一700

・水沢中学校建設予定地の補償一一1，077

・公認陸上競技場の建設一一一3億3，073

・給食運搬車の購入・一一…一一一◆…D300

・市史編さん事業の推進一一一一一・1，541

その他
・広域シルバー人材センターの運営費補

助・一一一一一一…一・一◎一一一“2，580

・水沢水防倉庫の新築・一一・一一一一・30G

・市防災行政無線設備の設置一一一一450



とおかまちの死亡の1位は

胃の集団検診で　　　〆〉

あなたの健康チェックを

胃がん
　35人　肺
　　　がん
　　13入
　がんその他の

、　　　　　がん　　94人
　　　　　46人

その他

　120人

総数
396人

脳血管疾患

　　84人

10

人
に
1
人
が

　
　
　
胃
が
ん
で
死
亡

　
　
　
　
　
　

が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
十
日
町
市
で
は
、
昭
和
五
十

　
　
　
八
年
か
ら
が
ん
が
死
因
別
死
亡
者
数
の

　
　
　
第
一
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
胃
が

　
　
　
ん
の
死
亡
率
が
高
く
、
が
ん
で
死
亡
し

　
　
　
た
人
の
三
人
に
一
人
、
全
死
亡
者
の
十

　
　
　
人
に
一
人
が
胃
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

　
　
　
ま
す
。
全
国
的
に
は
胃
が
ん
に
よ
る
死

　
　
　
亡
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
当
市

　
　
　
に
お
い
て
は
そ
の
傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ

　
　
　
ん
。

　
　
　
　
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
、
お
よ
び
が
ん

　
　
　
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
、
四
十
歳
こ
ろ

　
　
　
か
ら
多
く
な
り
、
五
十
歳
を
過
ぎ
る
と

　
数
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
若
い
時
か
ら
、

蛯
食
事
を
忠
と
し
た
日
常
生
活
に
気
を

　
死
つ
け
る
と
と
も
に
、
四
十
歳
を
過
ぎ
た

　
の励
鯉
講
輪
驚
錯
翻

日
年
と
が
大
切
で
す
。

十
5
9

膨、。、登喪

十日町市の

　胃がんによる死亡者の推移

　　　　　　　　　　／

茄3・／・訪

19

30

20

5958575655髪

　
　
　
つ
ぎ
の
グ
ラ
フ
は
、
県

率
内
の
あ
る
医
療
機
関
が
調

存
査
し
た
結
果
で
す
．

こんなに違う

　胃がん患者の生

　
全
体
か
ら
み
た
五
年
後

の
生
存
率
は
、
外
来
受
診

で
発
見
さ
れ
た
人
に
比
べ
、

集
団
検
診
で
発
見
さ
れ
た

人
は
七
四
％
と
一
・
九
倍

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
来
受
診
で
発

見
さ
れ
た
早
期
が
ん
の
人
は
九
十
四
人

と
全
体
の
二
割
程
度
で
す
が
、
集
団
検

診
で
は
八
十
人
と
五
割
近
く
が
早
期
が

ん
で
あ
り
、
進
行
が
ん
で
も
初
期
の
も

の
が
多
い
た
め
、
生
存
率
も
一
段
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

胃がん患者の累積生存率

　　外来受診で発見された人

　　　　　90．4
　　　　　　　　　　84．9
、

、　　　　　全体（436人）
、

、　　　　一早期がん（94人）
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ

　、　　　一一進行がん（342人）
　、
　』
　　＼　　　　45．9
　　　￥　　　　　　　　39．1
　　　、、
　　　　　、、
　　　　　　、、
　　　　　　　、、●、
　　　　　34・2　㍉27．2

　1　2　3　4　5年

％
㎜

集団検診で発見された人

90
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30

　　｝、、℃
、　　　　　99．2
　＼　　　　　　　　　　　95．5
　嵐　　　　79．7
　　・、　　　　　　　　　74．0
　　　、、
　　　　へ
　　　　　＼63．3
　　　　　　、M』
　　　　　　　、＼　　　55．9
　　　　　　　　　や簡一一q●

　一一一一全体（174人）

　　　　　　早期がん（80人）
　　　　一一一進行がん（94人）

％
㎜

90
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60

50

40
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5年4321

　　　　　昭和61藷鹿胃集団検診を行います

欝対象者　昭和21年籔欝31臼以前に生まれ驚人（40歳以上〉

＞棄撞金　1，00の溺催活保護幾帯、住斑税非課税世帯、老人保健法医療受給者

　　　　　は無料1
擬申し込み方法　欝程樵従糖、懸象地載に斎政事務嘱託貫を通じて回覧される

　　　　　　　構込書に認入し饗ください。対象地域の期日以外に希望する

　　　　　　　場合は、欝程表の串し込み期聞中に保健衛生課（費57－3111

　　　　　　　⑧齢幻鷹蓮絡し饗ください、

翻　　欝 套　　　　揚 対　象　地　域 串込期聞

5醜鰯 新旗蒐雲管理遊ンター 飛渡地匿
4月10～24日

5搬0一一3獺 蕎　条　鼓　驚　館 薬条雛匿

6醜囎 羽　　根　　網　　荘 鐵箇地匿・池沢 5月10～24日

8月2獺 轟　場　鱒・　禦　校
氷漢・鶏場・当間・中雀象・水沢市ノ沢・
珠珊

7月10～24日

1鯛8欝 欝露就業載善難ンター 吉鶏地匿1稲藥結田出谷・小泉を除く）

8月25日

　～
　9月9臼

羨鯛2欝 粥麹識麟灘勲擦一 糞蕪密地区

韮0離3欝 保健セ　ン　鍵　一
鳥・江道・猿倉・津漉・菅沼・糞漉・赤倉・

潤濤上町・親治雫購・塀治内後、八箇地区

墨o搬4鐵翻 諜　沢　鼓　難　館 驚の地の水沢地匿

麹鶏網 吉　懸　集　套　醗 縮葉・吉囲幽谷・小泉

蒙鯛27－2魍 索　条　袋　羅　館 鄭条地区《新座・犬調峯醗・飛渡地区を除く〉 9月10～24穣

雲鯛1一§匿 保健鷺　ン　タ　ー
ぞの地の豪欝町地区・新座箆区・燐治下町・

妻薦購・谷内垂・詫新照
10月10～2姻

覇2＿6欝 保健縫　ン　タ　ー そ㊥弛のll胎地匿 解鴛、。～2媚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

覚
症
状
が
現
わ
れ
た
時
に
は
す
で
に
進

行
が
ん
に
な
っ
て
お
り
、
受
診
し
て
も

手
遅
れ
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

自
覚
症
状
の
な
い
初
期
の
う
ち
に
発
見

し
、
治
療
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
る
こ
と

も
良
く
わ
か
り
ま
す
。

　
早
く
発
見
す
れ
ば
、
本
人
だ
け
で
な

早
期
が
ん
は

　
　
ほ
と
ん
ど
治
る

こ
の
調
査
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

く
家
族
に
も
大
変
な
負
担
を
か
け
た
上

に
死
亡
し
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
不
幸

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
幸
い
、
胃
の
早
期
が
ん
の
発
育
は
ゆ

っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
が

ん
を
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
ど
ん
な
に
元
気
な
人
で
も
“
が
ん
年

齢
”
に
な
っ
た
ら
、
毎
年
一
回
は
必
ず

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

盈7お』∬夢≦『昭和61年4月10日5



第1回定例会

　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
．
三
目
十
一
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

各
会
計
予
算
」
．
　
「
印
鑑
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
議
案
三
十
七
件
＼
請
願
三
件
．
陳
情
三
件
．
意
見
書
一

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
九
人
の
議
員
が
質

問
に
立
ち
．
克
雪
対
策
￥
新
年
度
予
算
編
成
万
針
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

昭
和
61
年
度
・
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
を
可
決

欝

　
条
例
関
係

　
■
十
日
町
市
職
員
退
職
手
当

支
給
条
例
の
一
部
改
正
…
…
職

員
の
定
年
制
度
施
行
に
伴
う
改

正
と
、
退
職
手
当
支
給
率
を
勤

続
年
数
に
よ
り
調
整
を
す
る
な

ど
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

　
臼
市
政
事
務
嘱
託
員
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
…
…
条
例

を
廃
止
し
、
嘱
託
員
の
設
置
と

行
政
区
域
は
、
別
に
規
則
で
定一般質問に、大勢の傍聴者が

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
匝
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
市
税
、
保
険
料
、
受
益
者

負
担
金
の
十
二
月
の
納
期
が
、

い
ず
れ
も
「
二
十
五
日
ま
で
」

が
、
今
年
度
か
ら
「
三
十
一
日

ま
で
」
と
な
り
ま
す
。

　
■
選
挙
公
報
発
行
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
…
…
立
候
補

届
出
期
間
が
い
ま
ま
で
の
「
二

日
間
」
か
ら
「
一
日
」
　
（
告
示

日
）
と
な
り
ま
す
（
四
月
一
日

か
ら
）
。

　
■
公
立
学
校
使
用
条
例
の
一

部
改
正
…
…
飛
渡
第
一
小
学
校

と
六
箇
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

使
用
料
が
、
四
月
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
条
例
の
制
定
…
…
吉
田
地

区
（
稲
葉
、
吉
田
山
谷
、
小
泉
、

樽
沢
の
一
部
）
に
集
落
排
水
事

　
一
　
一
　
ロ
ー
ト
：
、

…
旧
司
…

一
目
F
一

H
“
H

質
…

H
口
口
H
H

…
ん
又
…

一
舟
｝

H
“
且

…
一
…

F
：
－
：
』

　
一
　
一
　
一

業
を
実
施
す
る
た
め
、
今
年
度

か
ら
特
別
会
計
が
設
け
ら
れ
ま

す
。　
■
塩
之
又
森
林
公
園
設
置
条

例
の
一
部
改
正
…
…
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
使
用
料
が
、
四
月
一
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
■
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正
…
…
祝
金
の
支
給
対
象

者
を
、
今
ま
で
の
「
敬
老
の
日
ま

で
に
八
十
歳
以
上
と
な
る
者
」

か
ら
「
当
該
年
度
末
（
翌
年
の

三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
八
十

歳
以
上
と
な
る
者
」
に
改
め
、

四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
■
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
使
用
の
事
務
受
託

に
関
す
る
規
約
の
制
定
…
…
セ

ン
タ
i
使
用
に
関
す
る
事
務
管

理
お
よ
び
執
行
を
川
西
町
、
津

南
町
、
中
里
村
か
ら
受
託
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
経
費
の
負
担
、

管
理
お
よ
び
執
行
の
方
法
等
に

小林　辰雄

・克雪対策について

・商工業の振興活性化について

・農業の基盤整備について

・昭和61年度予算案について

・機構改革について

度予算編成内容について

について

について

策について

ていつ
に
て
て

し
い
　
い

通
つ
つ

見
に
に

度予算編成方針について

度予算の収入財源について

について

　
て
て
い
て

い
つ
い

つ
に
つ

に
設
に
て

発
増
成
い

開
目
育
つ

く
科
者
に

の整備について

線の改修について

について

雄
策
の
基
年
革
助
年
　
策
策
対
義
の
策
政
三
年
郎
年
政
実
ろ
校
継
食
策
路
山
松
般

　
　
　
　
　
6
1
改
誠
6
1
正
対
対
者
定
政
対
行
昭
61
太
6
1
行
　
山
高
後
給
耕
道
飯
清
一

　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
雪
光
継
　
財
雪
育
　
和
隆
和
祉
　
場
業
業
校
　
速
鉄
　
政

林
克
商
農
昭
機
野
昭
間
克
観
後
輪
市
克
教
島
昭
山
昭
福
木
苗
実
農
学
野
高
国
島
市

　
　
　
　
　
　
　
庭
・
半
…
三
…
大
・
村
・
・
斎
・
…
庭
・
・
大
・

つ
い
て
定
め
、
四
月
一
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

　
■
上
水
道
条
例
の
」
部
改
正

…
…
給
水
区
域
の
「
川
治
上
町
」

を
「
川
治
上
町
一
、
川
治
上
町

二
」
に
分
割
し
、
四
月
一
日
か

ら
施
行
し
ま
す
。

　
■
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改

正
…
…
条
例
の
題
名
を
「
簡
易

水
道
お
よ
び
小
規
模
水
道
条
例
」

と
改
め
、
　
「
東
下
組
地
区
簡
易

水
道
」
と
「
上
田
原
地
区
小
規

模
水
道
」
を
設
置
し
、
四
月
一

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
予
算
関
係

　
■
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

…
…
道
路
除
雪
費
関
係
費
用
な

ど
一
億
二
六
〇
〇
万
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　
■
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
…
…
六
十
年
度
の
各
事
業

費
の
減
額
に
よ
り
、
国
、
県
支

出
金
、
地
方
債
な
ど
一
億
七
五

二
七
万
三
〇
〇
〇
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

　
■
六
十
年
度
の
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

　
o
国
民
健
康
保
険
ー
一
般

被
保
険
者
療
養
給
付
費
な
ど
六

九
四
九
万
八
○
○
○
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　
o
簡
易
水
道
　
　
配
水
管
布

設
等
工
事
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、

七
八
一
三
万
円
を
減
額
し
ま
し

た
。　
o
診
療
所
ー
診
療
報
酬
収

入
の
減
な
ど
に
よ
り
、
八
六
万

二
〇
〇
〇
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
o
下
水
道
事
業
－
管
渠
等

布
設
工
事
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、

二
一
八
九
万
七
〇
〇
〇
円
を
減

額
し
ま
し
た
。

　
o
老
人
保
健
－
医
療
給
付

費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
四
九
七

八
万
九
〇
〇
〇
円
を
減
額
し
ま

し
た
。

　
旧
六
十
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
…
…

・
収
益
的
収
入
で
、
受
託
工
事

収
益
の
減
な
ど
に
よ
り
一
六
六

三
万
円
を
減
額
。
支
出
で
、
修

繕
費
・
工
事
請
負
費
の
減
な
ど

に
よ
り
四
一
六
八
万
七
〇
〇
〇

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

・
資
本
的
収
入
で
、
企
業
債
の

減
な
ど
に
よ
り
四
四
〇
三
万
九

〇
〇
〇
円
を
減
額
。
支
出
で
、
拡

張
工
事
費
の
減
な
ど
に
よ
り
七

四
二
二
万
二
〇
〇
〇
円
を
減
額

し
ま
し
た
。

　
■
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
…
…
除
雪
、
圧
雪
委
託
料

な
ど
一
四
九
一
万
一
〇
〇
〇
円

を
増
額
し
、
総
額
を
二
二
億

七
五
九
万
六
〇
〇
〇
円
と
し
ま

し
た
。

　
■
六
十
一
年
度
一
般
会
計
予

算
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
…
…

原
案
可
決
し
ま
し
た
。
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そ
の
他

　
■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
…
…
八
島
勉
氏

の
再
任
（
任
期
は
六
十
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
）
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
■
青
年
学
級
の
開
設
…
…
昭

和
六
十
一
年
度
十
日
町
青
年
学

級
の
開
設
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
■
他
の
団
体
の
公
の
施
設
の

利
用
解
除
…
…
現
在
、
川
西
町

の
上
水
道
施
設
を
利
用
し
て
い

る
吉
田
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
、

吉
田
地
区
簡
易
水
道
か
ら
の
給

水
日
を
も
っ
て
利
用
契
約
を
解

除
し
ま
す
。

　
■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定
…
…
平
、
漉
野
の
総

合
整
備
計
画
を
可
決
し
ま
し
た
。

癒
・
Φ
虜
魯
旬
、

　
　
　
「
企
業
立
地
課
」
を
新
設
＊
庁
舎
3
階
東
側
で
す

　
　
　
「
商
工
課
」
を
「
商
工
観
光
課
」
に
改
め
ま
し
た

　
四
月
一
日
付
で
十
日
町
市
、

十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組

ム
ロ
，
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

ム
ロ
の
人
事
異
動
を
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
・
衛
生
施
設
組
合

　
囹
異
動
の
方
針

　
①
企
業
誘
致
・
地
場
産
業
の

活
性
化
の
た
め
、
部
門
の
新
設

な
ど
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
②
組
織
機
構
の
見
直
し
を
近

く
予
定
し
て
い
る
た
め
、
退
職

者
の
補
充
、
同
一
職
場
の
長
期

在
職
者
を
除
き
、
異
動
規
模
は

最
少
限
度
に
と
ど
め
ま
し
た
。

　
囹
異
動
の
規
模

　
十
日
町
市
…
…
百
十
一
名

　
▼
部
長
級
一
名
▼
課
長
級

七
名
　
▼
課
長
補
佐
級
九
名

▼
副
参
事
・
係
長
級
十
八
名

▼
主
査
二
十
名
　
▼
一
般
職
員

五
十
⊥
ハ
名

　
衛
生
施
設
組
合
…
…
二
名

　
▼
副
参
事
・
係
長
級
二
名

　
＊
部
長
級

　
▼
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主

事
H
佐
藤
喜
代
知
（
採
用
）

　
＊
課
長
級

　
▼
総
務
課
長
・
事
務
改
善
室

長
“
徳
永
成
太
（
市
民
生
活
課

長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）
　
▼
市
民
生
活
課
長
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
“
大

関
和
夫
（
消
防
本
部
総
務
課
長
．

広
域
事
務
組
合
総
務
部
長
）

▼
農
林
課
長
”
村
山
福
吉
（
建

設
課
長
）
　
▼
商
工
観
光
課
長

“
関
口
弘
治
（
総
務
課
長
補
佐
）

▼
企
業
立
地
課
長
”
村
山
信
一

（
商
工
課
長
）
　
▼
建
設
課
長

　
■
雪
害
に
よ
る
住
民
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
請
願
…
…
採
択

　
■
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合

の
生
活
購
買
店
舗
活
動
の
自
粛

勧
告
な
ら
び
に
農
協
川
治
支
所

の
農
協
福
祉
会
館
系
列
編
入
計

画
の
中
止
勧
告
に
関
す
る
請
願

…
…
継
続
審
査

”
吉
沢
登
美
雄
（
農
林
課
長
）

▼
会
計
課
長
1
1
湯
沢
俊
雄
（
税

務
課
長
補
佐
）

　
＊
課
長
補
佐
級

　
▼
総
務
課
長
補
佐
”
大
島
貞

二
（
総
務
課
副
参
事
）
　
▼
財

政
課
長
補
佐
け
村
山
正
隆
（
庶

務
管
理
課
長
補
佐
）
　
▼
税
務

課
長
補
佐
陸
大
熊
忠
義
（
下
水

道
課
長
補
佐
）
　
▼
社
会
福
祉

事
務
所
次
長
・
援
護
係
長
”
風

間
栄
光
（
社
会
福
祉
事
務
所
次

長
）
　
▼
下
水
道
課
長
補
佐
”

宮
沢
定
雄
（
農
業
委
員
会
事
務

局
副
参
事
）
　
▼
（
庶
務
管
理

課
長
補
佐
1
1
富
井
一
男
（
税
務

課
副
参
事
）
　
▼
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
館
長
”
太
田
正
義
（
市
民

生
活
課
副
参
事
）
　
▼
農
業
委

員
会
事
務
局
副
参
事
“
宮
沢
忠

男
（
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
副
参

事
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
参

事
）

　
■
北
新
田
一
地
内
の
市
道
改

良
舗
装
に
関
す
る
請
願

…
…
採
択

　
■
雪
害
に
よ
る
住
民
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
意
見
書

…
…
原
案
可
決

　
広
域
事
務
組
△
・

　
囹
異
動
の
規
模
　
三
十
三
名

　
▼
部
長
級
一
名
▼
課
長
級

四
名
　
▼
課
長
補
佐
級
四
名

▼
係
長
級
二
名
　
▼
分
隊
長
級

四
名
　
▼
副
分
隊
長
級
七
名

▼
一
般
職
員
十
一
名

　
＊
部
長
級

　
▼
消
防
長
・
組
合
事
務
局
長

”
牧
野
健
（
消
防
長
）

　
＊
課
長
級

　
▼
消
防
本
部
次
長
・
予
防
課

長
”
小
川
徳
七
（
消
防
署
長
・

警
防
課
長
）
　
▼
消
防
署
長
・

警
防
課
長
・
通
信
救
急
課
長
”

涌
井
義
雄
（
消
防
署
次
席
・
通

信
救
急
課
長
）
▼
消
防
本
部
総

務
課
長
・
組
合
事
務
局
総
務
課

長
”
村
山
悦
司
（
市
財
政
課
長

補
佐
）

　
＊
課
長
補
佐
級

　
▼
消
防
署
次
席
・
小
隊
長
”

坂
爪
孝
行
（
小
隊
長
・
警
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
の

条
例
も
か
わ
り
ま
し
た

　
印
鑑
登
録

　
四
月
一
日
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ω
印
鑑
登
録
が
で
き
る
の
は
、

個
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
ω
未
成
年
者
や
準
禁
治
産
者

長
補
佐
）
　
▼
津
南
分
遣
所
長

”
吉
田
又
夫
（
小
隊
長
）
　
▼

小
隊
長
・
消
防
司
令
“
樋
口
十

六
平
（
通
信
係
長
）
　
▼
中
里

消
防
係
長
・
消
防
司
令
1
1
江
口

徳
一
（
中
里
消
防
係
長
）

　
退
職
者
（
三
月
三
＋
一
日
付
）

　
十
日
町
市
…
…
八
名

　
▼
霜
垣
弘
文
（
総
務
課
長
）

▼
樋
口
信
策
（
会
計
課
長
）

▼
高
野
登
吉
（
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事
）
　
▼
平
沢
ユ
リ

子
（
保
健
衛
生
課
保
健
婦
長
）

▼
羽
根
川
シ
ズ
エ
（
保
健
衛
生

課
）
　
▼
清
田
春
美
（
川
治
保

育
所
）
　
▼
春
日
寅
一
（
吉
田

小
学
校
）
　
▼
池
田
益
次
（
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

　
広
域
事
務
組
合
…
…
二
名

　
▼
藤
田
徳
治
（
予
防
課
長
）

▼
小
海
寛
（
津
南
分
遣
所
長
）

藤1

　　　　㈱　　　　撒’　　　鷲騰　　甕i徽　欝i鑛麟．．撃繍轟

が
登
録
す
る
と
き
、
法
定
代
理

人
等
の
同
意
書
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
。

　
⑥
登
録
で
き
る
印
鑑
は
、
戸

籍
上
の
正
し
い
名
前
の
印
鑑
の

み
と
な
り
、
通
称
名
等
の
印
鑑

は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

　
㈲
印
鑑
登
録
証
明
書
の
郵
便

に
よ
る
交
付
申
請
は
、
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
駐
車
場

　
越
後
湯
沢
駅
と
町
営
の
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

イ
ナ
モ
ト
旅
館
の
市
営
駐
車
場

は
三
月
三
十
一
日
で
廃
止
し
ま

し
た
。

　
駅
駐
車
場
　
一
日
・
六
百
円

　
（
新
幹
線
利
用
者
は
三
百
円
）

　
町
営
駐
車
場
　
一
日
・
八
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡困也tウ♀：緯

憩徳蓬自動車笹

盈rおゴ『創吟』旨昭和61年4月10日7



　
十
日
町
市
は
、
森
林
総
合
整

備
事
業
－
林
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
を
、
国

が
林
業
振
興
地
域
に
指
定
し
、

高
率
の
補
助
金
を
交
付
し
て
林

業
地
を
育
て
る
事
業
ー
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
緑
あ
ふ
れ
る
山
林
は
、
将
来

の
財
産
づ
く
り
を
は
じ
め
、
洪

水
や
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
、
地
下

水
を
た
く
わ
え
る
、
ま
た
”
森

林
浴
”
で
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、

大
切
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま

す
。　
有
利
な
補
助
制
度
で
、
豊
か

な
”
緑
”
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
◇
今
冬
も
豪
雪
で
し
た
。
こ

こ
数
年
、
山
林
は
大
変
な
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。
山
を
見
回

り
、
手
入
れ
を
。

を
緑
に
、
財
産
づ
く
り
に

森
林
総
合
整
備
事
業

　
⇔
造
林
は
、
昭
和
五
十
二
年

ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
減
っ
て
い
ま

す
。
植
林
で
き
る
地
域
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
は
ず
で
す
。
植
林
を
。

　
　
△
　
　
全
　
　
全

　
指
定
地
区
　
市
内
全
域
（
苗

場
山
ろ
く
開
発
予
定
地
は
、
補

助
の
対
象
外
で
す
）

　
事
業
期
間
　
昭
和
五
十
九
年

度
～
六
十
三
年
度

　
補
助
事
業

　
・
造
林
（
新
植
）
事
業
…
…

　
　
　
・
普
通
造
林
、
階
段
造
林

　
・
育
林
事
業
：
…
下
刈
り
、

　
　
　
除
間
伐
、
雪
起
こ
し

　
・
作
業
路
の
開
設
事
業

　
・
枝
打
ち
事
業

　
申
込
期
間

　
・
下
刈
り
・
雪
起
こ
し

　
　
…
…
四
月
三
十
日
ま
で

　
・
そ
の
他
の
事
業

　
　
…
…
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
※
各
事
業
の
条
件
、
補
助
率

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
農
林
課
耕
地
林
務
係

　
盈
五
七
ー
三
二
一
㊥
三
三
四

◎
十
日
町
森
林
組
合

　
盈
五
八
ー
三
一
一
五

糊
山
菜
採
U
」
の
み
な
毒
ん
！

　
幽
林
の
駈
有
者
は
、
植
林
鞭

林
道
の
開
設
．
ま
驚
懸
潔
繋
羅

や
灘
鍵
灘
の
栽
培
な
葱
．
多
く

の
費
溺
と
労
働
力
を
熱
醗
な
瀞

ら
蹴
由
欝
を
訟
綴
薫
で
麟
諜
奮
の

　
し
か
し
無
糞
任
な
立
ち
入
η

に
よ
燈
、
毎
年
、
作
物
の
盗
難
、

林
道
の
荒
廃
、
出
火
事
な
馨
の

被
霧
を
受
け
《
鱒
ま
す
、

　
幽
菜
採
噸
の
潔
ー
裟
ン
溺
近

づ
い
て
き
ま
し
赴
．
患
分
麓
建

意
し
て
く
だ
さ
い
．

こんな災害に注意

　
今
年
は
平
年
に
比

べ
て
雪
が
多
く
、
雪

解
け
に
よ
る
災
害
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　
▽
中
小
河
川
の
増

水
、
越
水
。
堤
防
の

欠
壊
。

　
▽
地
滑
り
、
が
け

崩
れ
、
土
砂
流
れ
。

　
▽
路
肩
の
軟
弱
化
、

欠
壊
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害

の
兆
候
を
見
つ
け
た
ら
建
設
課

盈
五
七
－
三
一
一
一
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

地
滑
り
の
兆
候

　
▽
斜
面
に
段
差
や
亀
裂
が
で

き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▽
舗
装
道
路
や
た
た
き
な
ど

に
ひ
び
が
入
る
。

　
▽
樹
木
、
電
柱
、
墓
石
な
ど

が
傾
く
。

　
▽
石
積
が
ず
っ
た
り
、
擁
壁

に
ひ
び
が
入
る
。

＊

一登一）＊

窃る 」些

鄙

《き

北越北線
　着々と進廼

一
も
．
ミ
§
N
§
ミ
璽
§
§
§
ミ

ノ
、

5
↑
4

繭蝦

固定資産税

　
住
宅
を
新
築
す
る
と
、
固
定

資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

税
額
が
減
額
さ
れ
る
特
例
が
あ

り
ま
す
。

　
囹
対
象
と
な
る
住
宅
は

　
つ
ぎ
の
条
件
に
す
べ
て
該
当

す
る
新
築
住
宅
。

　
①
居
住
部
分
が
二
分
の
一
以

　
上
の
専
用
住
宅
か
併
用
住
宅
。

②
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、

　
四
〇
平
方
材
（
ア
パ
ー
ト
は

　
三
五
平
方
材
）
以
上
一
六
五

　
平
方
材
以
下
。

　
③
固
定
資
産
評
価
額
が
、
一

　
平
方
層
当
た
り
、
つ
ぎ
の
額

　
以
下
。

　
・
木
造
住
宅
　
八
万
四
千
円

・
非
木
造
住
宅

〈
簡
易
耐
火
〉
九
万
六
千
円

〈
耐
　
火
〉
十
一
万
七
千
円

　
囹
減
額
さ
れ
る
範
囲
は

　
住
居
と
し
て
用
い
ら
れ
る
部

分
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
併
用
住
宅
の
店
舗
部
分
、
事

務
所
部
分
は
対
象
外
で
す
。
た

だ
し
、
住
居
と
し
て
用
い
ら
れ

る
部
分
の
床
面
積
が
、
一
〇
〇

平
方
材
以
下
の
場
合
は
そ
の
部

分
が
、
一
〇
〇
平
方
麿
以
上
の

場
合
は
一
〇
〇
平
方
訂
に
相
当

す
る
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
囹
減
額
割
合
・
期
問
は

　
減
額
対
象
部
分
の
固
定
資
産

税
が
二
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
は
、
一
般
住
宅
が
三
年

間
、
三
階
建
以
上
の
中
高
層
耐

火
住
宅
が
五
年
間
で
す
。

　　犬伏トンネルが貫通

　昨年3月に工事が再開された「北
　　　　　　　　　　　　いぬぶせ
越北線」。再開後、第1号の犬伏ト

ンネル（松代町）の貫通式が、3月19

日に同トンネル内で行われました。
　　　　さい　六日町一犀潟間59．4km。このうち

トンネルは17ヵ所、約40kmです。こ

の貰通によりトンネ！レ区間の工事の

進ちょく率は50％に近づき、66年春

の再開に向けてまっしぐらに走って

います。

　市内での工事はまだ行われていま

せんが、開通を目指して、十日町駅

周辺と美佐島地域の整備計画を着々

と進めています。

駐車違反！ゲ

心配ありま也ん

書
『
N
N
§
§
§
ミ
『
§
§
§
§
ミ
§
ミ
N
§
§
嫡
§
§
葦
§
ミ
『
§
§
§
§
ミ
葦
ミ
N
§
§
周
§
§
菱
§
ミ
§
§
s
N
§
ミ
『
N
§
N
§
§
§
疇
§
N
§
N
蓑
§
璽
§
ミ
N
§
§
璽
葦
§
§
§
ミ
賢
N
§
N
§
§
§
堕
N
N
§
§
ミ
ミ
、

中央パーキングがオープン

　市内初の有料駐車場「中央パーキ

ング」が、第四銀行裏に4月1日オ

ープンしました。銀行駐車場を含め

て74台収容の大駐車場です。

　本町通りに車を止めて買物などを

していた皆さんも、“駐車違反、の

心配なく、安心して楽しいショッピ

ングができるようになったわけです。

　※駐車料金は30分・100円です。
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小
・
中
学
校
の
費
用
が
た
い
へ
ん
な
と
き
は

就
学
援
助
制
度
　
を

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
、

小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
（
生
活
保

護
世
帯
、
保
護
世
帯
に
準
ず
る

程
度
の
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）

に
対
し
て
、
就
学
援
助
費
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
父
兄

の
方
は
学
校
、
地
区
の
民
生
委

員
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
、
四

月
二
十
一
日
（
月
）
ま
で
に
お

話
し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
盈
五
七
－
三
二
一
㊥
…
四

就学援助費（予定）

★学用品・通学用品費・校外活動費

　　　　1年9，480円小学校
　　　　2～6年11，230円

　年18，690円
3年20，440円
費

　　　16，000円

　　　18，600円

し費（スキー用具）

4年20，500円
　　　29，400円

泊を伴う修学旅行）

6年　　実　費
　　　　実　費

鮫皆
斤入学用品至

・学校1年

コ学校1年
；育実技用具

￥学校1・∠

・学校1年
・学旅行費（宿5

・学校5・（

・学校3年
［季訓練参力

1学校全学壬

』の他、給歪

1る医療費σ

，す。

　
費
に
し

　
通
病
給

　
交
校
支

　
　
学
を

　
　
　
、
費

費
　
　
費
実

加
年
食
の

中学校

★新入！

　小学フ

　中学ン

★体育；

　小学1

　中学1

★修学旅

　小学1

　中学1

★夏季1

　中学1

★そのイ

　よる1

　ます。

　
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
（
市

政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
福

祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
り
、
ま

た
模
範
と
な
る
善
行
を
し
た
個

人
・
団
体
を
対
象
）
に
基
づ
い

て
、
三
月
三
十
一
日
市
役
所
で
、

”
市
政
功
労
者
”
の
十
六
名
の

み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
＊
自
　
治
＊

西
野
　
正
一
　
（
島
）

高
橋
彦
一
　
（
春
日
町
三
）

　
　
　
ゆ
ヤ
つ
え
い

山
本
　
謂
永
　
　
（
入
山
）

庭
野
　
健
藏
　
　
（
菅
沼
）

　
＊
教
育
・
文
化
＊

田
村
　
喜
一
　
（
昭
和
町
一
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新潟県知事選誉　鍵藝　　灘
　　明るく正しい一瓢麗嚢灘議灘鐵灘

　　投票日は4鵡顯醗回．墨螢

　
＊
産
　
業
＊

樋
口
　
忠
平
　
（
宮
下
町
西
）

羽
鳥
　
徳
次
　
　
（
田
川
町
二
）

田
川
　
正
三
　
（
高
田
町
三
南
）

星
名
　
ナ
カ
　
（
上
町
）

　
＊
福
　
祉
＊

竹
内
茂
（
川
治
内
後
）

柳
　
　
　
実
　
（
泉
町
）

　
＊
保
健
・
体
育
＊

原
田
　
健
一

　
＊
防
　
災
＊

庭
野
　
重
信

小
宮
山
秀
一

高
木
　
新
一

藤
田
　
徳
治

（
千
代
田
町
）

（
西
寺
町
）

（
慶
地
）

（
昭
和
町
一
）

（
稲
荷
町
四
）

　　　　　響
活動騨讐

㎜
馨
㎜
襲
醤
藍
萎
鐸
鐘
　

霧
鍛
叢
裟
　
　
　

．
．
　
　
　
　
　
　
　
，

　
お
や
じ
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
ま
す

“
　
　
　
飛
渡
を
考
え
る
会

　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
こ
の

　　　　まさき

池田　柾さん

　
ま
ず
は
話
し
合
い
…

　
　
“
ま
ち
づ
く
り
、
村
お
こ
し

．
…
…
”
こ
ん
な
言
葉
を
、
最
近

よ
く
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
目
に
し
、

、
耳
に
し
ま
す
。

　
　
「
我
々
も
、
一
つ
何
か
や
っ

・
て
み
よ
う
か
…
…
」
。
そ
ん
な

㎜
気
持
ち
が
『
飛
渡
を
考
え
る
会
』

．
の
誕
生
で
し
た
。
去
年
の
八
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
平
均
年
齢
が
四
十
五
歳
の
お
や

　
　

じ
た
ち
十
一
人
で
す
。
家
庭
で

㎜
も
社
会
で
も
ふ
ん
ば
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
年
齢
だ
、
そ
ん
な

自
負
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
し

な
け
れ
ば
と
、
一
人
ひ
と
り
が

．
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
出
す

繰
り
返
し
の
中
で

　
①
飛
渡
の
特
性
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
心
が
け
る
。

　
②
将
来
の
核
と
な
る
子
供
た

ち
に
積
極
的
に
関
心
を
も
つ
。

　
③
老
人
、
婦
人
、
青
年
が
地

域
を
話
し
合
い
、
お
互
い
に
協

力
し
合
う
土
台
づ
く
り
を
す
る
。

　
④
離
れ
て
い
く
人
た
ち
と
も

飛
渡
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　
⑤
地
域
、
家
庭
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、

緑
が
い
っ
ぱ
い
の
ブ
ナ
林
の
利

用
を
考
え
る
。
　
　
い
ろ
ん
な

話
題
が
出
ま
し
た
。

　
今
年
は
活
動
を
…

　
こ
れ
ま
で
は
仲
間
内
の
話
し

合
い
で
し
た
が
、
今
年
は
一
歩

踏
み
出
し
た
活
動
を
始
め
る
つ

も
り
で
す
。

　
①
会
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を

地
域
に
広
報
紙
で
投
げ
か
け
る
。

．
②
講
師
を
招
い
て
自
己
学
習

の
勉
強
会
を
し
た
り
、
地
域
の

各
種
団
体
と
話
し
合
い
を
も
つ
。

　
③
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と

も
大
切
、
旅
行
を
兼
ね
た
先
進

地
の
視
察
を
す
る
。

　
嚢
　
　
蹄
嚢
W
雛
難
難
縣
繕
萎
　
塞
舘
雛
嚢

　
④
市
内
の
同
じ
よ
う
な
活
動

グ
ル
ー
プ
と
交
流
を
す
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
中
か
ら
、

進
む
べ
き
方
向
を
手
さ
ぐ
り
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
話
は
前
後
し
ま
す
が
、
会
の

誕
生
の
キ
ッ
カ
ケ
に
『
地
域
お

こ
し
青
年
会
議
』
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
は
、
平
均
年
齢
が
三
十

歳
の
若
者
で
組
織
し
、
す
で
に

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

去
年
の
お
盆
に
は
炎
天
下
の
中
、

新
県
庁
ま
で
の
リ
レ
ー
・
マ
ラ

ソ
ン
を
行
い
、
飛
渡
の
若
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
し
県
庁
内

で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

、
燃
戴
纈
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
飛
渡
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
は
、

考
え
る
会
と
青
年
会
議
が
両
輪

と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
と
も
す
る
と
、
行
政
の
手
助

け
が
な
け
れ
ば
何
も
で
き
や
し

な
い
と
思
い
が
ち
で
し
た
が
、

飛
渡
地
区
は
自
分
た
ち
の
手
で

お
こ興
す
と
い
っ
た
気
概
で
、
現
状

を
し
っ
か
り
と
見
す
え
、
過
疎

を
嘆
か
ず
、
明
る
く
、
そ
し
て

理
想
を
も
っ
て
前
進
す
れ
ば
必

ず
や
”
豊
か
な
飛
渡
”
が
生
ま

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

とおゴ『夢」旨昭和61年4月10日9



＿＿一L』⊥．

⑬⑫豊⑭㊧
しま

～
こ
‘ 一

　侍ちに侍った春で～す。

　犠こだま号wが発車しま～す。

　子供さん，お田さん￥お父さん￥

　おじいちやん￥おばあちやん！ノ

⑭⑬⑭⑭㊨㊨
コース 巡回日 午 後 一』

イ鑑 問

飛　渡
第1・3

新　　　水

12：40～1：10

山　新　田

1：30～2：00

枯　木　又

2：30～3：00 絵本からベストセラーまで

火曜日 飛一小学校 飛二小学校 枯木又分校 いつも1，200冊をお届けします。

下　条
第2・4

漉　　　野

1：05～1：30

桑　　　原

1：50～2：20

上　新　田

2：30～3：00

水　　　口

3：10～3：40

下条本町
3：50～4：20

市公民館鱈57－5011
火曜日 東下組小学校 むっみ幼稚園 上新田分館 下組分館 下条小学校

第1・3
田　　　麦 城　之　古 稲　荷　町 西　本　町 南新田町

六　箇 3：00～3：30 3：50～4：20 5：50～6：20 6：30～7：00 7：10～7：40

水曜日 六箇小学校 城之古分館 東部運輸跡 西小学校 市営住宅

第2・4
北　新　田 池　之　平 川治上町 泉　　　町 春　日　町 美　雪　町

川　治 2：00～2：30 2：50～3：20 3：40～4：10 5：50～6：20 6：30～7：00 7：10～7：40

水曜日 だいせい食堂 八箇小学校 新川屋建設 大勇仏具店倉庫前 春日公園 美雪公園

第i・3
江　　　道 上　川　町 寿　　　町 住　吉　町 本町6－3

辮隙獅嚇　　響鱗鰯　擁1　　　　　一曽　　　　　　　’『』『甲一甲脚』’”　・’

本を籍売みましょう…
．．、．ヤ舶．、．．鴨略鋸篠曲娩鴨噸％繭．，“粥．㌦』“㌧＿＿舳轍解曙＿＿噺鴨隔煽

十日町 1：10～1：40 1：50～2：20 2：30～3：00 3：10～3：40 3：50～4：20

木曜日 江道猿倉集落センター 第四銀行寮 寿北公園 関口　秀雄宅 大津　　実宅
、．駈熱．鄭

『．』甲r．．．1甲．．F｝1一　’ン・甲

翼　避．

第2・4
新　　　座 中　　　町 下　　　町 四　日　町 肇・　臼

夢

中　条 1：20～1：50 2：10～2：40 2：50～3：20 3：30～4：00

木曜日 辰巳建設 中条駐在所脇 中条小学校 二瓶砂利倉庫
‘

澱臨魏齢　．議1醍’ ・講藤

第1・3
馬　　　場 幸　　　町 伊　　　達 大　黒　沢 叢藩 農　鶏魑・

“
．

灘脳’

水　沢 1：10～1：40 2：00～2：30 2：40～3：10 3：20～3：50

金曜日 馬場小学校 妻有荘老人ホーム 伊達観音堂 大黒沢団地

吉　田
第2・4

南　鐙　坂

12：50～1：20

高　　　島

1：30～2：00

　鉢
2：20～2：50

名　ケ　山

3：10～3：40

山　　　谷

4：00～4：30・

・護、羅禦’配　一引
、．『：驚鞭一・・、一　・

’　軸》串踊’

　　　　麟塞’．黙二嫌、、羅

金曜日 鐙島小学校 涌井コンタリー揃 真田小学校 名ヶ山小学校 吉田小学校

たし聴麻一リコーナー

総合体育館（体育課）盈52－4377西本町1

市民体育館　　費57－5208学校町1

㊨◎璽）㊨
　　　十日町軽スポーツクラブ

　活動を始めて4年目です。

　だれにでもできる軽い運動をやっ

ています。参加してみようかなとい

う人は、いつでもどうぞ。

と　き　毎週水曜日　午後1時30分～

ところ　市民体育館

※60歳以上の男・女性です。

体育施設＊無料開放毎月第4土曜日＊健康づくり

難

　手続きは

囹申込先（申込用紙があります）

　屋外施設：市民体育館

　屋内施設：総合体育館

囹受付期間　その月の1日

　～第3週の月曜日まで

圃許可証の発行・抽選日

　第3週水曜日午後0時30分

　総合体育館　※希望が多い

　ときは抽選します。発行日

　には必ず出席してください。

囹4月～62年3月　午前8時30分～午後9時30分

　・総合体育館　・市民体育館　・武道館（会議室は除く）

囹5月～10月　　　日の出～日没

　・市営グラウンド　・太田島野球場　・真田野球場　・岩野山

　野球場　・青少年野外スポーツセンター運動広場　・城ヶ丘庭

　球コート　・信濃川運動公園…野球場、テニスコート、サッカ

　ーコート　・笹山野球場（午後4時30分まで）

囹5月～10月　　　日没～午後10時（ナイター使用）

　・市営グラウンド　・城ヶ丘庭球コート

　　予約制です

受付は総合体育館です。

一　般 高校生 中学生以下 有効期問

総合体育館 2，000円 1，500円 1，000円 　　62，
4．1～3．31

武　道　館 2，000 1，000 〃

テニスコート 2，000 1，500 1，000 4，1～11．30

サッカーコート 2，000 1，500 1，000 〃

スポーツハウス 2，000 1，500 1，000
　　62．
4．工～3，31
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入居者を募集します

⑱⑱㊥㊧㊧㊧・
1〉簡易耐火2階建　14戸

　部屋6畳、3畳、DK
　家賃11，000円11，500円
　申込先　建設課建築住宅係㊥262

春のくみ取りはお早めに　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　雪が消える春先は、大変に混みあ　雛

います。早めに申し込んでください。　・

　くみ取り口は除雪をし、近くには

物を置かないでください。　　　　籍

　　するがや清掃社　盈52－2018

　　津南清掃社盈52－3707

　　下条清掃社盈55－2046
　　川西清掃社盈68－3155
＊衛生施設組合　暦57－1751＊

　労働保険料の申告・納付

　昭和61年度の労働保険料の申告と

納付の受付期間は、5月15日休）まで

です。

　申告書に保険料を添えて、近くの

銀行、郵便局に納めてください。

　　　十日町労働基準監督署　　　・

　　　　　　智52－2079
　　　　　　　　　　　　　　　瀧

交通安全キャンペーン

地域子ども会の指導者のみ難申羅勲・

麟躯一シヨン糎勤灘論’ムヘ
　　　　　　㊥醜㊥4月22日㈹よる7時一勤労青少年ホーム

　　　　　　　内　　容①オリエンテーション

　　　　　　　　　　　②出会いと仲間づくりのゲーム

　　　　　　用意するもの　・自分の宛名を書いた連絡ハガキ8枚

　　　　　　　　　　　　　・動きやすい服装　・運動靴

6日⑤～15日

春の全国

交通安全運動

15日⑳～7月23日㊧
高校生の交通事故「0」100日運動

・二輪車の安全運転の徹底

・正しい歩行、走行マナーの徹底

3月の交通事故発生状況（）60年

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 10（4） 12（4） 0（O）

川西町 3（2） 3（3） 0（O）

津南町 2（2） 3（2） 0（O）

中里村 2（0） 2（0） 0（O）

小　　計 17（8） 20（9） 0（O）

累　　計 30（19） 38（21） O（1）

灘

欝
総
　

難

豪

嚢
嚢

　

選

参加者 どなたでもどうぞ（小・中・高校生は除く）50名で締め切｝）ます。
期　　間 4月～12月　　　15回

期　　日 毎月2回　火曜日（変更する場合もあります）

時　　間 午後7時～9時30分（内容により、日曜日・昼もあります。）

会　　場 勤労青少年ホーム（内容により、変更する場合もあひ）ます。）

参加費 1，000円（テキスト代ほか）開講式当日お持ちください。

その他
継続の出席者は、㈲日本レクリェーション協会の公認2級指
導者に必要な単位が取得できます。

スタッフ 市レクリェーション指導者タラブが指導します。

寄僧窃り瀞とう
　＊2月26日～3月25日＊
＊社会福祉事業

〉岡村建治　　1，000円　〉金沢豊平

（馬場3）684円　〉福島安太郎

（峠）3，000円　＞水沢栄治（西寺

町）2万円　〉宮沢貞二（伊達1）

3万円・香典返し　レ島田雅範（北

鐙坂）3万円・香典返し　〉東北電

力㈱労働組合青年部　24，153円

〉三勝美容室　　1，000円

＊身体障害者福祉センター

蒙

義躍昊翻穿本1編羅区翻

会テレビ2台（19型、24型）

レ母子福祉いつ美会理事　掛時計1

台　〉塚原町　掛時計1台

〉共立観光㈱　置時計1台

　　　　　　　　　　　　　　　慈

園際甕流・窯化ス曜一ツ墓盒

　　　……窃り”とう

　＊32，219，937円　3月末現在＊

〉桐屋織物㈱　40万円

⑱〈多⇔⇔
◇…一部区域　◆…全部区域

4月22日（火》午前9時～正午

　◆姿1・2、安養寺の全部

4月24日㈱　午後1時～4時

　◇土市1・4の各一部

　◆土市3の全部

澱

鍵

④●O②しまうときは

1、タンク内の灯油は残さない。

2、汚れをきれいにふき取る。

3、しまう前に悪い所を修理する。

　　　中　　中　　中　　中

　もう一度、見てください

　サンヨー石油ファンヒーター・

C　F　H－S221F型（前面の右上に表

示）を使っている方はいませんか。

　一酸化炭素中毒を防ぐため無料交

換をしています。しまう前に調べて

ください。

　連絡先　十日町地域消防本部

　　　　　　盈57－1555

　土地立ち入りこ協力ください

　信濃川水力発電の再開発工事調査

のため、土地収用法11条により、土

地の立ち入りをします。

目　的　測量、調査

期　間　4月1日～62年3月31日

区域（字名・町名で表示）

　■下組　■下条1・2・3・4

　■中条新田　■中条　■尾崎

　■四日町　■四日町新田　■住吉

　町　■高山　■川治　■北新田

　■城之古　■小黒沢　■大黒沢

　■伊達　■新宮　■馬場　■貝野

　■稲葉　■山谷　■小泉　■樽沢

　■北鐙坂　■南鐙坂　■高島

　■真田

訂正　市報鬼号に同封の“十日町ふくし、2頁1段目の61年度一般会計予算の総額「11億4，160万円」を114億1，600万円に訂正します

11 とお』厚夢3昭和61年4月10日



　
僕
が
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
紙

版
画
に
し
ま
し
た
。
ラ
ー
メ
ン
を
毛
糸
で
表
現

し
ま
し
た
。
上
手
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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お
田
さ
ん
が
“
絞
り
”
の
仕
事
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
曲
線
を
彫
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

家
の
人
も
ほ
め
て
く
れ
＼
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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「
五
重
の
塔
」
作
り

渡
辺
勇
造
さ
ん

　
　
　
　
　
（
上
町
・
6
9
歳
）

　
作
業
場
で
古
ト
タ
ン
板
を
利
用
し
て

”
五
重
の
塔
作
り
”
に
精
を
出
し
て
い

る
渡
辺
さ
ん
。

　
「
突
然
、
五
年
前
に
入
院
し
、
し
ば

ら
く
し
て
退
院
。
家
で
目
的
も
な
く
毎

日
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る
の
で
は
頭
も
体

も
退
化
す
る
だ
け
、
お
金
が
か
か
ら
な

い
趣
味
は
な
い
も
の
か
と
、
新
聞
を
見

て
い
る
う
ち
ケ
氷
で
造
っ
た
五
重
の
塔
”

が
載
っ
て
い
ま
し
た
」
そ
れ
が
ヒ
ン
ト

で
、
「
古
ト
タ
ン
板
を
使
用
し
た
ら
き
っ

と
い
い
ぞ
」
と
試
し
た
そ
う
で
す
。

　
職
業
経
験
か
ら
古
ト
タ
ン
板
の
扱
い

は
手
慣
れ
た
も
の
。
小
さ
く
刻
ん
で
は

ハ
ン
ダ
で
接
着
し
作
り
上
げ
る
姿
は
相

当
な
も
の
で
す
。
　
「
材
料
費
は
か
か
ら

ず
、
時
間
と
辛
抱
が
必
要
。
半
年
間
に

一
個
作
り
、
見
ば
え
を
よ
く
す
る
に
は

基
壇
か
ら
の
す
わ
り
が
肝
心
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
法
隆
寺
な

ど
の
仏
塔
を
十
個
作
製
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
あ
ち
こ
ち
か
ら
譲
っ
て
く
だ
さ
い

と
頼
ま
れ
ま
す
が
、
趣
味
な
の
で
非
売

品
で
す
と
断
っ
て
い
ま
す
。
友
人
や
親

せ
き
に
贈
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
」
。

現
在
は
、
朝
五
時
ご
ろ
か
ら
遅
く
は
夜

九
時
ご
ろ
ま
で
作
業
し
、
満
足
な
趣
味

を
持
っ
て
喜
ん
で
い
る
毎
日
と
か
。
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■人　口　47，883人（一443）

　　　男　23，545人（一197）

　　　女24，338人（一246）

■世帯数　12，272　（一86）

〈3月31日現在・住民基本台帳＞

“第6回きものの里をきもので歩こう“

市外の友人・知人にPRを〃

　きものの里をきもので歩くことは、きも

の産業と観光事業が結びついたイベントの

ひとつです。5月11日（日）きものまつり

の中で“第6回きものの里をきもので歩こ

う。を実施、現在参加者を募集しています。

　“うららかな春の一日を日本の伝統美に

ひたって見る、ことはいかがでしょうか。

市外に住む友人・知人の方等にP　Rをぜひ。

　参加費3，000円（昼食、土産付）。申し

込みは、5月5日までに観光協会（奮57－
3345）へ。

蜜一’晦16■

樋ロ美寿襟・え（1b．齊）

騨

樋口寿夫・ゆみ子さん（土市3）長女・長男

　私たち、ちずことだいごです。双子なんです。

何でも食べて元気一杯。私はおしゃまで世話好

きなの。僕は＼でんぐり返しが得意だよ。

　何でもおそろいの仲良しなんだ。でも，たま

にはケンカもするの。お互い顔じゅうキスだら

けになるんだよ。「健康が一番。そして明るい

子に育って」って＼みんなが言っているの。

　～N　戸一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
匙

編
集
室
か
ら
　
齢

◎
一
月
は
新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
。

「
今
年
は
…
…
を
」
と
、
計
画
や
抱
負

で
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
に
だ
れ
し

も
が
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
四
月
も
新
入
学
、
就
職
と
、
新
し
い

年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
十
日
町
市
も
年

度
の
始
め
、
新
年
度
予
算
に
基
づ
い
て

ミ
，
を

”
丸
山
市
政
”
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
と
市
と
の
共
同
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
原
点
で
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
U
「
活
動
最

前
線
」
（
九
ぺ
ー
ジ
）
を
始
め
ま
し
た
。

各
地
域
で
多
く
の
み
な
さ
ん
が
、
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
を
感
じ
ま
す
。
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